
↑ハクサイのべと病 

【ナメクジ類の対策について】 

ハウスの軟弱野菜でナメクジやカ

タツムリによる食害がみられました。

今後も発生が続くと予想されます。 

対策①発生源を除去する 

・ハウス、圃場内及び周辺の雑草等を

除去する。（枯草等も住処になるため、

置いたままにしない。） 

・生息地に薬剤を処理する 

 

対策②被害発生初期に薬剤処理する 

・葉の間に潜むようになると薬剤への

誘引効果が低いので、野菜の中へ入り

込む前に処理するのが良い。 

【薬剤例】スラゴ 

※作物へかからないように注意！ 

 

 

 

 

 

※１ジマンダイセン水和剤との合計使用回数に注意！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 
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【たまねぎのべと病に注意！！】 

多くのたまねぎの圃場でべと病の発生

が見られました。今後も発生の好適な

環境と予想されていますので、圃場を

よく観察し注意して下さい。 

◆対策◆ 

・罹病した株は、直ちに抜き取りビニー

ルに密閉して圃場の外で処分する。周

辺半径２ｍ程の株については特に注

意して確認してください。 

・薬剤散布をしていない圃場では発生の

有無にかかわらず、薬剤防除する。 

 

【害虫の発生に注意！！】 

気温の上昇に伴い、アザミウマ類やアブラムシ

等、害虫の増加が予想されます。発生の予防や

初期対応を心がけましょう。 

 

 

 

 


